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２０２３年４月１５日理事会承認

２０２２年度事業報告書

Ⅰ 登録販売者の職能の向上に関する事項と、薬学の発展向上に関する事項

（定款第４条第１号）

１ 登録販売者の資質向上のための自己点検事業

配付済みの自己点検表に基づき、店舗の管理状況、構造設備、医薬品のリスク分

類別陳列等、毒薬、劇薬、毒物、劇物の管理取扱い等について自主監視を実施した。

２ 薬事講習会

会員の薬事薬学の知識向上を図るため、実施した。

日 時 ２０２２年１０月６日（木）・８日（土）・９日（日）

会 場 赤羽会館

対 象 会員及びその他

演題及び講師

「最近の薬務行政」

東京都福祉保健局健康安全部 薬務課 石森 晋也 先生

「睡眠改善薬・鎮静薬・鎮暈薬」

東京薬科大学薬学部 准教授 成井 浩二 先生

受講者数 ６９名

３ 店舗販売業者講習会

都内の店舗販売業者を対象に、薬事法規、医薬品に関する知識、最新の医薬品情

報等の知識を習得させ、医薬品の有効性と安全性の確保を図り、もって都民を医薬

品による副作用から守ることを目的として、東京都福祉保健局より受託し実施した。

２０２２年(令和４年)１２月に都庁都民ホールで開催予定であったが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止の観点から２０２２年１２月にＷｅｂ方式で開催した。

日 時 ２０２２年１２月

開催方法 講師が作成したパワーポイント資料を東京都福祉保健局 HPに掲載する。
さらに、下記の講習動画を東京都医薬品登録販売者協会の HPに掲載し、
受講希望者には閲覧用の ID とパスワードを付与する。また、インター
ネット環境がなく資料を閲覧できない受講者には、協会に申し込みして

もらい、紙資料と講義動画の DVDを郵送する。
対 象 都内の店舗販売業者 ２９２３名

受講者数 ２１３名（ＤＶＤ１６６名、ｅラーニング４７名）

演題及び講師
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①「最近の薬務行政について」

東京都多摩立川保健所生活衛生課
薬事指導担当 外尾 英隆 先生

②「感染症と対策商品」

松江堂薬局経営 江東中医薬学院代表
一般社団法人 江東区薬剤師会副会長 松田 祐一 先生

４ 薬事・医事知識講習会

薬膳講習会を開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影響で中止

５ 登録販売者外部研修会の実施

（第１回）

日 時 ２０２２年４月１６日(土)・１７日(日)・１８日(月)

各日２回開催 計６回開催

場 所 赤羽会館４階 大ホール

研修内容

Ⅰ「セルフメディケーションにおける登録販売者の役割」

～ＯＴＣ医薬品の購買支援～

講師：東京医科大学名誉教授 東京医科大学病院医療保険室室長

東京薬科大学客員教授 医学博士 葦沢 龍人 先生

Ⅱ「食中毒・熱中症」

講師：東京薬科大学薬学部医療薬学科 准教授

一般用医薬品学教室 成井 浩二 先生

受講人数：集合研修 ３２２名

通信研修（送付者）ＤＶＤ３１３名 ｅラーニング１３７名 計 ４５０名

総計 ７７２名

（第２回）

日 時 ２０２２年７月７日（木）・９日（土）・１０日（日）

各日２回開催 計６回開催

場 所 赤羽会館４階 大ホール

研修内容

Ⅰ「知ってください、薬物の真実」

厚生労働省登録薬物乱用防止指導員

日本薬物問題研究所理事待遇 薬物乱用防止教育参与

日本薬物対策協会大阪支部長 千地 雅行 先生

Ⅱ「制作集団・真夏座による劇」

羽藤雄次様・江川英俊様・佐野陽子様
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受講人数：集合研修 ３２１名

通信研修（送付者）ＤＶＤ２９１名 ｅラーニング１２０名 計 ４１１名

総計 ７３２名

（第３回）

日 時 ２０２２年１０月６日（木）・８日（土）・９日（日）

各日２回開催 計６回開催

場 所 赤羽会館４階 大ホール

研修内容

Ⅰ「最近の薬務行政・リスク区分が変更になった医薬品」

講師：東京都福祉保健局健康安全部 薬務課

法令調整担当 課長代理 石森 晋也 先生

Ⅱ「睡眠改善薬・鎮静薬・鎮暈薬」

講師：東京薬科大学薬学部医療薬学科 准教授

一般用医薬品学教室 成井 浩二 先生

受講人数：集合研修 ３３３名

通信研修（送付者）ＤＶＤ２６１名 ｅラーニング１１４名 計 ３７５名

総計 ７０８名

（第４回）

日 時 ２０２３年１月２９日（日）・２月１７日（金）、１８日（土）

各日２回開催 計６回開催

場 所 赤羽会館４階 大ホール

研修内容

Ⅰ「外用薬 ① ②」

講師：東京薬科大学薬学部医療薬学科 准教授

一般用医薬品学教室 成井 浩二 先生

受講人数：集合研修 ２９６名

通信研修（送付者）ＤＶＤ２６５名 ｅラーニング１０８名 計 ３７３名

総計 ６６９名

Ⅱ 薬事に関する講習会、講演会、研修会、研究会の開催（定款第４条第２号）

１ 育成事業

登録販売者試験受験のための講習会

（１）２０２２年度登録販売者試験対策講習会

実施期間 ２０２２年６月１８日(土)～８月２７日(土)までの１０回

原則毎週土曜日 午後１時～午後５時３０分

場 所 Zoomにより開催
受講者数 ３名
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講習科目 厚生労働省手引きによる科目

講 師 協会会長 後藤 雄次

（２）登録販売者模擬試験

実 施 日 開催せず

Ⅲ 薬事情報の収集及び伝達（定款第４条第３号）

１ 印刷物等の配布

（１）各講習会、研修会に関係印刷物を資料として配付した。

（２）第１類医薬品から第２類医薬品へのリスク区分の変更等を、ＦＡＸ及びハガキ

並びにメールにより会員に緊急連絡した。

（３）厚生労働省・東京都福祉保健局等からの会員への周知の徹底の連絡について、

ＦＡＸ及びハガキ並びにメールにより会員に緊急連絡した。

Ⅳ 薬事知識の普及啓発と薬物等の乱用防止に関する事項（定款第４条第４号）

１ 薬と健康の週間の事業の実施

期 間 ２０２２年１０月１７日（月）～２３日（日）

各店舗にクスリと健康に関するリーフレット及び宣伝物を配布し、

薬の正しい使い方、保管等について広く都民に啓発活動を行った。

２ 大衆薬普及キャンペーンの実施（薬と健康の週間中）

実 施 日 ２０２２年１０月１８日（火） 午前１１時より

実施場所 ＪＲ王子駅前

実施内容 「正しく知ろう薬の使い方、薬を正しく使う運動、麻薬、覚せい剤禍の

撲滅」等のリーフレットを配布し、都民に対し薬の正しい使い方及び

麻薬、覚せい剤禍の撲滅運動を行った。

配布部数 １０００部

参 加 者 池田・落合 両副会長、新野、倉持 各理事、髙栁監事

３ 一般用医薬品の正しい知識や使い方に関する普及啓発イベント

新型コロナウイルスの影響でリアルとＷｅｂのハイブリッド開催

主 催 （公社）東京都医薬品登録販売者協会、（公社）東京薬事協会

（公社）東京生薬協会、

日本一般用医薬品連合会（日本ＯＴＣ医薬品協会、日本家庭薬協会)

後 援 厚生労働省、東京都、千代田区

協賛企業 ＯＴＣ製薬企業など２７社

参 加 者 池田副会長・落合副会長・横田専務理事・佐野･重田･花澤・宮田

新野・倉持各理事・池田大輔氏(会員)・大川事務局長
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実 施 日 ２０２２年１０月７日（金） １２時から１９時

８日（土） １０時から１７時

場 所 神田明神(文化交流館)

来 賓 小池百合子東京都知事、厚生労働省医薬担当審議官山本史様、樋口高顕

千代田区長

来場者数 約３,０００名

実施内容

目的 セルフメディケーションにおけるＯＴＣ医薬品の役割や、正しい知識･使い

方などの普及啓発を図り、国民の保健衛生の維持向上に寄与すること。

【リアル開催】

①薬剤師・登録販売者に相談しながら、ＯＴＣ医薬品を上手に利用し、自らの判断で

セルフメディケーションを行えるように、医薬品等のサンプルを配布・説明し、正

しい薬の使い方等を周知。

②一般用医薬品販売制度の改正に伴う小売店の薬の陳列方法をイメージした模擬店舗

の開設と専門家による薬の相談体制のシミュレーションの実施。

③一般用医薬品製薬企業等２７社のブースによる一般用医薬品等の展示と正しい使い

方、お薬検索等の啓発の実施。

④セルフメディケーションと家庭薬等各種啓発パンフレットの配布。

⑤危険ドラッグのポスター及びパンフレットの配布。

⑥健康チェックや懐かしのくすり展 ほか

【Web開催】
① 薬剤師・登録販売者に相談しながら、ＯＴＣ医薬品を上手に利用し、自らの

判断でセルフメディケーションを行えるよう、セルフメディケーション、薬

剤師・登録販売者の役割等を映像やクイズ形式で周知。

② 一般用医薬品製薬企業等のプレゼント企画

訪問ユーザー数 動画視聴数 １,６９８名

アクセス数 ２９,９６４名

以後は専用チャンネル内でアーカイブ視聴可能

協賛企業 ＯＴＣ製薬企業など２２社

４ 「６・２６国際麻薬乱用撲滅デー」都民の集い

新型コロナウイルスの影響で中止

５ 麻薬・覚醒剤乱用防止運動都民大会

新型コロナウイルスの影響で中止



- 6 -

Ⅴ 機関紙の発行（定款第４条第５号）

１ 機関紙の発行

会報「薬種」第２７４号～２７７号（４回発行）

会員、関係団体、都庁、保健所、医薬品メーカー、各都道府県協会及び希望者に

対し、協会運営事項、官公署からの通知、薬事関係情報、学術関係記事その他を

掲載した。

発行部数 約５００部

Ⅵ その他本会の目的達成に必要な事項（定款第４条第６号）

Ⅶ 管理運営事項

１ 定例会その他

（１）通常総会

日 時 ２０２２年５月１９日（木）午後２時００分から午後２時３０分

場 所 北とぴあ ８０６会議室

２０２１度収支決算が承認された。

（２）理事会 ５回開催

会務に関する事項を議決執行した。（会報の理事会報告参照）

第１回 ２０２２年 ４月１７日（日） 赤羽会館 第７集会室

第２回 ２０２２年 ８月 ９日（火） 北とぴあ８０６会議室

第３回 ２０２２年１２月１３日（火） 北とぴあ８０６会議室

第４回 ２０２３年 ３月１４日（火） 北とぴあ８０４会議室

（３）三役会（会長・副会長・専務理事）

協会の運営事項について協議した。

２０２１年４月５日、５月１０日、６月７日、７月５日、８月２日

９月６日、１０月４日、１１月１日、１２月６日

２０２３年１月１０日、２月７日、３月７日

（４）東京都立入検査

なし

（５）監事による、内部監査

「２０２１年度決算監査」

２０２２年 ４月８日（金）

「２０２２年度中間監査」

２０２２年１０月１８日（火）
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２ 東京都予算に対する要望活動

「令和５年度東京都予算等に対する要望」を２０２２年９月６日（火）に都議会

自由民主党に対し行った。

３ 外部団体事業への後援

なし

４ その他

（１）協会賀詞交歓会 新型コロナウイルスの影響で中止

（２）会員の各種表彰、慶弔等福利厚生関連事業を実施した。

（３）関係団体と常時情報交換を行い意志の疎通を図った。

◎各種表彰・慶弔

★表彰

☆東京都功労者表彰

後藤 雄次（中央区）

☆薬事関係功労者知事感謝状

森山 眞弘（稲城市）

☆永年従事者

芦川晋一郎（足立区）

小川 征洋（船橋市）

木場本祥子（福生市）

小島 捷男（台東区）

靏岡 勝美（練馬区）

萩村 暁（足立区）

★慶弔 なし

２０２２年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第34条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在し

ないので作成しない。

２０２３年５月

公益社団法人 東京都医薬品登録販売者協会


